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市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
政

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の

思
い
入
れ
を
持
っ
て

　

２
期
目
が
終
わ
っ
て
か
ら
１
カ
月
半
の

間
、
市
内
の
全
集
落
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
激
変
す
る
飯
山
に
つ
い
て
、

多
く
の
方
と
話
し
、
地
域
の
実
情
を
聞
い

て
ま
わ
り
ま
し
た
。
市
の
現
場
の
状
況
を

詳
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10
月
28
日
の
市
長
選
挙
の
結
果
、三
期
目
に
入
っ

た
足
立
市
政
。

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す
足
立
正
則
市
長
が
、

所
信
を
語
り
ま
す
。

行
政
の
課
題
は
、
地
域
の
現
場
に
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
し
、
現
状
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
耳
を

傾
け
、
そ
の
方
々
の
生
活
を
少
し
で
も
良

く
し
て
い
く
。
生
活
向
上
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
市
政
の
根
幹
で
す
。
一
番
は
市
民

の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。　
　

先
人
た
ち
の
思
い
の
こ
も
っ
た

新
幹
線
駅
　
思
い
受
け
継
い
で

　

３
年
前
の
平
成
27
年
３
月
に
、
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。
開

業
か
ら
10
年
で
、
新
幹
線
駅
の
存
在
価

値
、
資
産
価
値
が
決
ま
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
重
要
な
時
期
に
あ
た
り
、
歴

代
の
市
長
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
思
い
描
い

て
い
た
路
線
を
し
っ
か
り
継
承
し
、
未
来

を
見
据
え
、
新
幹
線
の
効
果
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
、
今
ま
で
の
施
策
が
さ

ら
に
生
き
る
よ
う
、
市
や
周
辺
地
域
を
含

め
た
経
済
振
興
、
駅
周
辺
開
発
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

若
者
へ
の
支
援

飯
山
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

　　

多
く
の
方
に
飯
山
で
育
ち
、
ま
た
根
を

張
っ
て
飯
山
市
に
住
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

瞬
間
的
に
人
口
が
増
え
る
の
で
は
な

く
、
飯
山
市
が
持
続
的
に
発
展
し
、
人
口

が
増
え
る
た
め
に
は
、
若
者
定
住
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
定
住
さ
れ
た
方
の
子
ど
も

た
ち
が
飯
山
に
住
み
、
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
、ま
た
、次
の
世
代
が
飯
山
市
に
し
っ

か
り
定
着
し
て
住
ん
で
い
く
。
こ
の
た
め

に
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
未
来
を
見
据
え
た
教
育
を
推
進
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
し
く
み
づ
く
り
を
し
っ

か
り
と
整
え
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
に
寄
り
添
う

一
番
は
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と

　　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
。
地
域
は
、

人
口
減
少
に
よ
り
激
変
し
、
ニ
ー
ズ
も
若

者
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
年
齢
層
で
異
な

り
、
ま
た
雪
国
な
ら
で
は
の
要
望
な
ど
、

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
も
複
雑
化
し
、
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
も
の
を
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
で
き

る
よ
う
な
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
信
頼
さ

れ
る
体
制
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　　

職
員
と
一
丸
と
な
り
、
意
識
を
統
一
し

て
市
政
発
展
に
向
け
、
必
死
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

飯
山
市
民
の
皆
さ
ま
と
、
あ
す
の
飯
山

市
の
た
め
に
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
格
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
期
目
の
決
意

特
集

新幹線への思いを受け継ぎ さらなる活用へ
若者の定住 そして飯山を次世代へつなぐ

飯山市長　足 立 正 則

【足立市長プロフィール】
□ 生年月日
　　昭和 26 年 4 月16日生

□  学　　歴
　　S45.3 長野高等学校 卒業
　　S51.3 東京工業大学 卒業

□  職　　歴
　　S53.4.1      飯山市役所 入庁
　　H13.4.1      総務部 情報政策室長
　　H15.4.1      民生部長
　　H18.4.1      総務部長
　　H19.3.19    飯山市役所 退職
　　H19.3.20    飯山市助役 就任
　　H22.7.27    副市長 退任
　　H22.9.15    市長 就任
　　H26.9.15 　市長 就任
　　H30.10.28  市長 就任
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▼グローバル（国際的）で先進的な観光地づくり
海外の観光客をターゲットに、一年をとおして飯山市の自
然資源を生かした事業を進めます。また、国際レベルのサ
イクルツーリズムの実施、アウトドアスポーツの聖地化を
進めます。
▼公民連携による地域開発
高速交通ハブ機能、宿泊施設、飲食・ショッピング施設、住
宅地等を集め、飯山赤十字病院、なちゅら、図書館など文教
エリアと隣接、連携した新幹線駅周辺地域の整備を行います。
▼ IT オフィス基地の誘致
▼コミュニティ・ビジネス手法の開発と展開
長野県立大学と連携して地域の資源を活用したスモールビ
ジネスや地域課題を持続的に解決する手法を活用します。
▼地域を生かした経済の振興

経済の発展
人口対策として活力ある「グローバル＆
ローカル」な経済振興を推進します。

▼医療体制の充実
飯山赤十字病院の医師確保・運営への連携支援の強化、18
歳までの子どもや妊産婦の医療費の無料化を充実します。
▼予防医療の強化
長野保健医療大学と連携し、市民の健康増進、健康寿命の
延伸のため事業を行います。また、胃がん撲滅を飯山赤十
字病院などの医療機関と連携して進めます。
▼就労支援
学生に対して地元への就労情報の提供や就労支援を行いま
す。若者の地元への就労、人材育成、後継者対策等、支援
します。障がい者雇用と里山保全とをマッチングした連携
事業（林福連携）を推進します。高齢者が持つ知識、経験
が生かせ、就業できるビジネスモデルを創出します。

健康を守る
市民の健康増進のため、予防医療の先進地を
つくります。

▼インバウンド・国際交流の推進
▼移住定住施策の更なる強化推進
起業・就業支援をセットにした移住定住施策を推進します。
また、民間企業と連携し、移住定住者や若者向けの住宅建
設やリフォーム支援を進めます。
▼人材育成と政策提言の実現
▼人材育成、就労支援、住宅支援策など「若者まるごと支援」
▼子育て支援の強化

若者まるごと支援
若者の人材育成と就労・定住を包括支援。
世界との交流を推進します。

▼次世代に向けた教育の推進
AI、IoT 時代へ向け、STEM（科学技術、工学、数学）教育
を導入し、全国に先駆けてプログラミング教育を進めます。
▼文化・スポーツの振興
芸術文化活動のため、なちゅらなどさらなる活用を推進し
ます。スポーツ振興、健康増進及びスポーツツーリズム事
業推進のため施設の整備、充実を進めます。

次世代へ学びを
次世代人材育成への投資と芸術・文化、スポー
ツ振興を進めます。

▼防災体制の整備
デジタル防災無線、屋外スピーカーの設置。防災機器・用
具の配備、強化します。
▼安心・安全の確保
雪に対する、高齢者の玄関先除雪支援、住宅の克雪支援を

充実させます。
▼集落機能の維持対策
各集落の現状と将来の課題を検討し、

集落機能維持のために必要な取り組みを
実施し、空き家対策を推進します。
▼元気高齢者の活躍の場の創出
元気な高齢者たちが集えるスペースの
開設。高齢者の経験、知識を生かした
活動やコミュニティ・ビジネスとの連
携を図ります。　
▼市民相談窓口体制の充実と行政の安
定運営
市民が気軽に何でも相談できる「総合窓

口相談員」を設置し、寄り添う行政を目
指します。多様な職員採用を行い安定した

行政運営を行います。

寄り添う 安心安全
防災体制の強化や高齢者が元気で生き生きと
暮らせる地域づくりを進めます。

市民に信頼される市政をめざし　三期目の足立市政が取り組む重点政策

　任期満了に伴う飯山市議会議員選挙が 10 月28日に市長選挙とともに投開票
が行われ、16 名の議員が決まりました。
　新議員の初議会となる12 月定例会は12 月12日に招集され、一般質問は 20
日から22日まで、本会議採決は 27日の予定です。
　今回の選挙結果と当選された議員の皆さんをご紹介します。

　（任期：平成 30 年 12 月12日から４年間）
立 候 補者氏名 得票数

当 髙
た か や ま

山 恒
つ ね お

夫 1,306
当 市

い ち か わ
川 久

ひ さ よ し
芳 1,101

当 岸
き し だ

田 眞
ま さ き

紀 1,081
当 西

に し ざ わ
澤 一

か ず ひ こ
彦 963

当 吉
よ し ご え

越 利
と し あ き

明 896
当 水

み ず の
野 正

ま さ ひ こ
彦 822

当 佐
さ と う

藤 正
ま さ お

夫 822
当 石

い し だ
田 克

か つ お
男 774

当 小
こ ば や し

林 喜
き み じ

美 治 746
当 渡

わ た な べ
邊 美

み ち こ
智 子 688

当 山
や ま ざ き

﨑 一
い ち ろ う

郎 667
当 渋

し ぶ か わ
川 芳

よ し ぞ う
三 665

当 飯
い い だ

田 健
け ん い ち

一 637
当 久

く ぼ た
保 田 幸

こ う じ
治 59 1

当 松
ま つ も と

本 淳
じ ゅ ん い ち

一 497
当 上

あ げ ま つ
松 永

え い り ん
林 422

石
い し ざ わ

澤 與
よ い ち ろ う

一 郎 186

飯山市議会議員選挙投票結果

当日有権者数 　18,134 人
投票者数 　 　13,117 人
有効投票数 　12,864 票
無　効　票 253 票
投　票　率 72.33％

※氏名（敬称略）、年齢（11 月 15 日現在）、所属政党、当選回数、職業、住所の順に掲載しており、並びは当選回数順の年齢順です。

新市議会議員が決定

西澤一彦（64）
公明党（現）　②
自営業・秋津 茂右ェ門新田

岸田眞紀（57）
無所属（新）　①
会社役員・飯山 愛宕町

水野正彦（53）
無所属（新）　①
会社役員・太田 五荷

吉越利明（43）
無所属（新）　①
会社役員・瑞穂 関沢

渡邊美智子（71）
日本共産党（現）　③
団体役員・岡山 下境

渋 川 芳 三（70）
無所属（現）　③
農業・秋津 上組

髙山恒夫（63）
無所属（現）　③
農業・瑞穂 中組

市 川 久 芳（70）
立憲民主党（現）　②
団体代表・木島 天神堂

松本淳一（66）
無所属（現）　②
無職・飯山 上町

飯 田 健 一（65）
無所属（現）　②
会社役員・常盤 大塚

山 﨑 一 郎（75）
無所属（現）　⑥
会社役員・飯山 有尾

小林喜美治（64）
日本共産党（現）　⑥
団体役員・秋津 北畑

久保田幸治（74）
無所属（現）　⑤
会社役員・岡山 藤沢

佐 藤 正 夫（71）
無所属（現）　⑤
農業・柳原 南条

上 松 永 林（76）
無所属（現）　④
会社役員・飯山 本町

石 田 克 男（73）
無所属（現）　③
会社役員・常盤 戸狩

（飯山市選挙管理委員会公表結果より）
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◎冬期通行不能区間閉鎖予定（国・県道等）

路線名 閉鎖区間 距離
（km） 閉鎖期間 備　考

一般国道
403 号

照岡字藤沢地先～
照岡字原地先（旧照岡牧場） 6.5 11/19 ㈪ 14:00 ～

 　　 5/10 ㈮ 16:00
大型車は
通年通行止

照岡字原地先（旧照岡牧場）～
照岡字照岡山地先（新潟県境・伏野峠） 4.8 11/12 ㈪ 14:00 ～

 　　 6/7 ㈮ 16:00
大型車は
通年通行止

主要地方道
95 号

上越飯山線

一山字岩下地先（温井）～
一山字田茂木平地先（田茂木池） 2.0 11/12 ㈪ 14:00 ～

  　　4/26 ㈮ 16:00

一山字田茂木平地先（田茂木池）～
一山字田茂木平地先（チェーン着脱場） 2.7 11/12 ㈪ 14:00 ～

  　　4/26 ㈮ 16:00

一山字田茂木平地先（チェーン着脱場）～
一山字大神楽地先（新潟県境・関田峠） 3.0 11/12 ㈪ 14:00 ～

  　　5/24 ㈮ 16:00

一般県道
411 号

飯山新井線

寿字堰下地先（顔戸）～
寿字大倉地先（桂池） 5.9 11/12 ㈪ 11:00 ～

  　　4/26 ㈮ 16:00

寿字大倉地先（桂池）～
寿字大倉地先（新潟県境） 1.0 11/12 ㈪ 11:00 ～

 　　 5/10 ㈮ 16:00

※規制開始前でも積雪の状況により通行不能となる場合があります。
　また、解除予定期日は、積雪状況により変更します。詳しくは、長野県北信建設事務所
　飯山事務所（☎ 62-4111）までお問い合わせください。

　市では消雪施設の電力料金削減のため、消雪パイプの井戸電源は融雪用電
力契約を行っています。融雪用電力契約とは、１日のうち２時間の電力遮断
を行うことにより年間を通して電力料金の削減が図れる有利な契約方法で
す。ご理解をお願いします。
■電力停止による消雪パイプ散水休止時間
おおむね　11 時 ～ 12 時（1 時間）　13 時 ～ 14 時（1 時間）

思いやりの心で快適な冬を

今冬の除雪体制

交
通
確
保
と

市
民
生
活
安
定
の
た
め
に

　
各
地
区
で
開
催
し
て
い
る
克

雪
活
動
推
進
協
議
会
で
は
、
生

活
弱
者
世
帯
の
安
全
確
保
や

冬
の
暮
ら
し
を
明
る
く
す
る
た

め
、市
民
と
行
政
の
協
力
体
制
、

除
雪
路
線
な
ど
の
確
認
と
要
望

を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
道
路
除
雪
は
、
原
則

と
し
て
国
・
県
道
を
北
信
建
設

事
務
所
が
、
市
道
を
飯
山
市
が

受
け
持
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
冬
、
飯
山
市
で
は
合
計
84
台

の
除
雪
車
で
皆
さ
ん
の
冬
期
間

の
生
活
路
線
を
確
保
し
ま
す
。

除
雪
は
雪
と
い
う
自
然
相
手
の

仕
事
で
す
。
除
雪
作
業
は
通
勤

通
学
の
時
間
帯
を
考
慮
し
、
午

前
７
時
を
め
ど
に
終
了
す
る
よ

う
計
画
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

朝
方
の
集
中
的
な
降
雪
、
予
想

外
の
大
雪
や
、
重
い
雪
質
の
時

は
作
業
時
間
が
延
び
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
の
突
き
出
し
場
所
の

提
供
に
ご
協
力
を

　

道
路
除
雪
を
行
う
う
え
で
、

除
雪
し
た
雪
を
も
っ
て
い
く
場

所
が
な
け
れ
ば
除
雪
は
で
き
ま

せ
ん
。
提
供
い
た
だ
い
た
場
所

 除雪している道路の距離は？

 出動の目安は？

今冬は市道 353㎞を除雪
　使用する除雪車は、タイヤドー
ザ 54 台、ロータリ車 30 台の合
計で 84 台です。

積雪 10㎝以上で出動
　夜中に降雪状況を確認し、通勤・
通学の時間帯までに早朝除雪を行
います。また日中に連続した降雪
がある場合には、帰宅時間を考慮
した日中除雪を行います。

除雪車に近寄らないでください

は
、
雪
解
け
の
時
期
に
雪
ほ
か

し
作
業
を
行
う
な
ど
、
消
雪
が

進
む
よ
う
に
し
ま
す
の
で
、
突

き
出
し
場
所
の
確
保
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
雪
の

突
き
出
し
場
所
に
、
ご
み
の
投

げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
の
要
請
は

各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

　

限
ら
れ
た
時
間
に
限
ら
れ

た
数
の
除
雪
機
械
で
効
率
よ
く

除
雪
す
る
た
め
に
、
区
内
の
要

望
な
ど
は
区
長
さ
ん
が
ま
と
め

て
、
除
雪
対
策
本
部
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
加
え
て
、
除
雪

機
械
に
よ
る
破
損
や
支
障
等

が
確
認
さ
れ
た
と
き
は
、
な
る

べ
く
早
く
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

道
路
上
に
車
を放置

し
な
い
で

　

路
上
に
駐
車
し
た
ま
ま
の
車

が
あ
る
と
、
除
雪
の
支
障
に
な

り
ま
す
の
で
路
上
駐
車
は
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご

み
出
し
は
、
早
朝
除
雪
が
終
了

し
た
後
に
所
定
の
位
置
に
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
へ
は
雪
を
出
さ
な
い
で

　

や
む
を
得
ず
雪
を
出
す
と
き

は
、
路
肩
に
雪
を
積
み
上
げ
る

な
ど
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
速

や
か
に
排
雪
し
て
、
通
行
の
障

害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
特
に
ハ
ン
ド
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
機
で
積
ま
れ
た
路
面

の
雪
は
締
ま
っ
て
い
る
た
め
、
一

般
通
行
の
支
障
と
な
る
と
共
に

除
雪
作
業
の
妨
げ
に
も
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
道
路
に
面
し
た
屋
根

に
は
、
雪
止
め
設
置
な
ど
対
策

を
し
て
い
た
だ
き
、
積
雪
が
多

い
場
合
は
片
付
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

流
雪
溝
・
側
溝
の
フ
タ
を

開
け
た
ま
ま
放
置
し
な
い
で

　

流
雪
溝
や
側
溝
の
フ
タ
を

開
け
て
雪
を
入
れ
た
後
、
開
け

た
ま
ま
に
し
て
い
る
方
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
が
転
落

す
る
な
ど
、
大
き
な
事
故
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
使
っ
た
後
は
必
ず
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

作
業
中
の
除
雪
車
に

近
寄
ら
な
い
で

　

冬
は
、
雪
に
よ
る
死
角
が
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
道
路

で
は
、
安
全
を
十
分
に
確
認
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
作
業

中
の
除
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

子
ど
も
は
大
き
な
除
雪
車
に
興

味
を
持
ち
ま
す
の
で
、
近
づ
か

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ス
ク
ラ
ム
除
雪
に
つ
い
て

　

市
道
認
定
さ
れ
て
い
る
路
線

で
住
家
が
あ
り
な
が
ら
、
幅
員

が
狭
く
除
雪
車
が
入
ら
な
く

て
困
っ
て
い
る
場
所
で
は
、
個

人
の
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
を
行

い
、
燃
料
費
相
当
額
を
支
援
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す

る
路
線
が
あ
る
場
合
は
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　本格的な降雪シーズンに備え、12 月１日に除雪対策本部を設
置して体制を整え、除雪機械をフル稼働させて生活道路の確保
にあたります。
　降雪期は、雪の片付けなど苦労する面が多くありますが、お
互い思いやりの心で快適な冬を過ごしましょう。

飯山市除雪対策本部（克雪センター内）　☎ 62 -３１１１ 内線６１０

◎市で行う除雪の規模・目安

◎消雪パイプの稼動休止にご理解ご協力をお願いします

髙山恒夫（63）
無所属（現）　③
農業・瑞穂 中組
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順位 チーム名 タイム

1 飯山 A 2:12:21 
2 木島 A 2:12:28
3 常盤Ａ 2:18:49
4 飯山Ｂ 2:21:26 
5 瑞穂 A 2:21:38 
6 太田Ａ 2:21:42 
7 秋津Ａ 2:22:13
8 岡山Ａ 2:27:24
9 柳原Ａ 2:31:14
10 木島Ｂ 2:33:59
11 外様Ａ 2:34:08
12 常盤Ｂ 2:35:27
13 外様Ｂ 2:48:16
14 秋津Ｂ 2:48:30
15 常盤Ｃ 2:55:41

オープンの部

1 飯山Ｃ 2:39:31
2 瑞穂Ｂ 2:44:29
3 飯山 D 2:49:05 
4 柳原Ｂ 2:50:45
5 木島Ｃ 2:57:34 
6 太田Ｂ 3:01:24 
7 岡山Ｂ 3:01:43 
8 外様Ｃ 3:12:29

▽大会結果

「
み
ん
な
の
声
援
が
あ
っ
た
か
ら
行
け
た
」

木
島
A
チ
ー
ム
と
激
戦
の
末 

飯
山
A
チ
ー
ム
優
勝

第
45
回 

飯
山
市
駅
伝
大
会

　

10
月
7
日
に
第
45
回
飯
山

市
駅
伝
大
会
が
秋
晴
れ
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会

に
は
、
市
内
各
地
区
か
ら
全

23
チ
ー
ム
（
う
ち
オ
ー
プ
ン
8

チ
ー
ム
）
が
出
場
。
選
手
た
ち

は
勤
労
者
体
育
館
か
ら
飯
山
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
37
・
2
㌔

メ
ー
ト
ル
、
16
区
間
を
チ
ー
ム

の
絆
で
あ
る
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ

走
り
ま
し
た
。
市
内
９
地
区
を

巡
る
コ
ー
ス
沿
道
で
は
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
応
援
が
あ
り
、
選

手
が
通
る
た
び
に
大
き
な
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
選
手
も

そ
の
声
援
に
応
え
る
よ
う
に
、

力
走
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
飯
山
チ
ー
ム
と
木

島
チ
ー
ム
の
ト
ッ
プ
争
い
が
目

ま
ぐ
る
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
、

最
終
走
者
の
時
点
で
１
位
と
２

位
の
差
は
、
わ
ず
か
17
秒
差
。

木
島
A
チ
ー
ム
が
い
っ
た
ん
は

ト
ッ
プ
を
奪
っ
た
も
の
の
、
そ

の
後
飯
山
A
チ
ー
ム
が
追
い
上

げ
ゴ
ー
ル
し
、
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。昨
年
は
、木
島
A
チ
ー

ム
が
優
勝
を
し
て
お
り
、
２
年

ぶ
り
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　

飯
山
A
チ
ー
ム
最
終
ラ
ン

ナ
ー
を
務
め
た
小
学
６
年
生
の

鷲
野
流り
ゅ
う
さ冴
さ
ん
は
、「
ギ
リ
ギ

リ
で
勝
っ
た
。
み
ん
な
の
応
援

が
あ
っ
た
か
ら
最
後
行
け
た
と

思
う
。
も
っ
と
差
を
つ
け
て
勝

ち
た
か
っ
た
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
位
で
ゴ
ー
ル
し
た

木
島
A
チ
ー
ム
の
小
学
５
年
生

の
山
本
萌も
え
か華

さ
ん
は
、「
ア
ン

カ
ー
は
初
め
て
で
緊
張
し
た
。

最
後
に
差
を
つ
け
ら
れ
て
悔
し

か
っ
た
。
来
年
は
飯
山
に
勝
ち

た
い
。」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ

な
が
ら
も
来
年
へ
の
闘
志
を
語

り
ま
し
た
。

　

長
期
間
に
わ
た
る
練
習
や
大

会
運
営
、
交
通
整
理
な
ど
に
携

わ
っ
た
皆
さ
ん
た
い
へ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

第
18
回
い
い
や
ま
花
フ
ェ
ス
タ「
寺
町
花
街
道
」

　

10
月
13
日
、
14
日
、
愛
宕

町
雁
木
通
り
で
い
い
や
ま
花

フ
ェ
ス
タ
「
寺
町
花
街
道
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
晴
天

に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
お
客
さ

ま
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
で
18
回
を
数
え
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
会
場
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
小
・
中
・
高
校
生

が
丹
精
込
め
て
育
て
た
花
の

寄
せ
植
え
や
ハ
ン
ギ
ン
グ
作

飯
山
駅
か
ら
雁
木
通
り
の
会
場
ま
で
花
で
導
く

通
り
沿
い
の
住
民
・
企
業
の
方
、
会
場
を
彩
っ
て
い
た
だ
い
た
方
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

飯山駅から雁木通りまで設置した沿道プランター。木枠
は下高井農林高校の皆さんにつくっていただきました。
ご協力ありがとうございました。 ▲飯山チームの皆さん

品
な
ど
が
多
く
展
示
さ
れ
、

訪
れ
る
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
善
光
寺
大
本
願

雅
楽
会
に
よ
る
雅
楽
や
寄
せ

植
え
講
習
会
、
秋
桜
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
飯
山
駅
か
ら
会
場
と

な
っ
た
愛
宕
町
の
雁
木
通
り

ま
で
、
沿
道
プ
ラ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
、
キ
バ
ナ
コ
ス
モ

ス
に
よ
っ
て
訪
れ
る
観
光
客

を
会
場
ま
で
導
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
個
人
・

企
業
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

フラワーナイトガーデンの様子
鮮やかに彩られた雁木通りに灯篭が置かれ、寺町ならで
はの和を演出。写真家やカップルなどが訪れました。
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飯
山
市
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル

沼
田
浩
徳
氏
が
３
度
目
の
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

　

11
月
３
日
に
Ｊ
Ａ
な
が
の
み

ゆ
き
ブ
ロ
ッ
ク
「
ビ
ビ
ッ
ド
祭
」

に
て
、
第
５
回
飯
山
市
米
・
食

味
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
沼
田
浩

徳
さ
ん
（
岡
山
地
区
）、
準
グ

ラ
ン
プ
リ
に
株
式
会
社
と
ざ

ま
、
優
秀
賞
に
、
池
田
春
彦
さ

ん
（
木
島
地
区
）、
丸
山
次
男

さ
ん
（
木
島
地
区
）、
農
事
組

合
法
人
や
な
ぎ
は
ら
が
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
受
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も

飯
山
の
良
質
な
お
米
生
産
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
や
飯
山
市
全
体
の
米
生
産

を
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
た
い
。」
と
受
賞
者
に

伝
え
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
沼

田
浩
徳
さ
ん
は
、「
苗
作
り
か

ら
す
べ
て
に
気
を
使
っ
て
い
る
。

今
年
は
干
ば
つ
で
、
追
加
す
る

肥
料
の
調
整
が
難
し
か
っ
た
。

飯
山
の
お
米
は
お
い
し
い
と
い

う
こ
と
を
日
本
全
国
に
広
め
て

い
き
た
い
。」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

岐
阜
で
行
わ
れ
る
第
20
回
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国

際
大
会
の
予
選
会
も
兼
ね
て
お

り
、
今
回
応
募
が
あ
っ
た
41
点

の
う
ち
29
点
を
国
際
大
会
へ
出

品
し
て
い
ま
す
。

飯
山
の
米
を
全
国
に
広
め
た
い左から（農）やなぎはら、（株）とざま、JA ながの荻原みゆき地区担当副組合長、足立市長、

沼田さん、丸山さん、池田さん

友
好
都
市
・
国
分
寺
市
と
飯
山
市
の

子
ど
も
た
ち
の
絆 
芽
生
え
る

ま
た
来
る
人
た
ち
と
も
仲
良
く
し
て
も
っ
と
友
達
作
り
た
い

　

10
月
14
日
に
、
飯
山
市
と
友

好
都
市
協
定
を
締
結
し
て
い
る

東
京
都
国
分
寺
市
か
ら
54
人
の

小
学
生
が
飯
山
市
を
訪
れ
、
20

人
の
飯
山
の
子
ど
も
た
ち
と
の

体
験
交
流
を
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

国
分
寺
市
の
皆
さ
ん
は
、
前

日
の
13
日
か
ら
飯
山
へ
来
て
お

り
、
り
ん
ご
狩
り
、
稲
刈
り
、

星
空
観
察
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

国
分
寺
市
か
ら
参
加
し
た
小

学
４
年
生
の
石
井
杏も
も
な奈
さ
ん
か

ら
は
、「
り
ん
ご
狩
り
で
食
べ

た
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
が
お
い
し

か
っ
た
。
夜
は
星
が
き
れ
い
で
、

朝
は
霧
が
全
体
的
に
覆
わ
れ
て

い
て
幻
想
的
だ
っ
た
。」
と
話

し
、
飯
山
を
満
喫
し
た
様
子
で

し
た
。

　

参
加
し
た
戸
狩
小
学
校
４
年①前日収穫したりんごで、ジャ

ムづくり
② 緊張をほぐすためのゲー
ムで打ち解ける子どもたち
③ 飯山市と国分寺市の子ど
もたち
④ バスを見送る飯山市の子
どもたち

生
の
岡
田
成な
る
む夢

さ
ん
は
、「
は

じ
め
は
友
達
が
で
き
る
か
不
安

だ
っ
た
け
ど
同
じ
班
の
人
が
話

し
か
け
て
く
れ
て
、
班
の
半
分

は
友
達
に
な
れ
た
。
ま
た
来
る

人
た
ち
が
い
れ
ば
、
仲
良
く
し

て
も
っ
と
友
達
を
作
り
た
い
。」

と
元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

訃報
飯
山
市
の
文
化
芸
術
の
振
興
に
貢
献 

飯
山
市
名
誉
市
民

嶺
貞
子
さ
ん
が
逝
去

　

飯
山
地
区
田
町
出
身
の
名
誉

市
民
、
嶺み
ね
さ
だ
こ
貞
子
さ
ん
が
10
月
13

日
、
慢
性
腎
不
全
の
た
め
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
82
歳
で
し
た
。

18
日
の
告
別
式
に
は
市
を
代
表

し
て
教
育
長
が
参
列
し
、
弔
意

を
表
し
ま
し
た
。

　

嶺
さ
ん
は
、
飯
山
北
高
か
ら

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
声

◀
記
念
盾
、
衣
装
等
寄
贈
品
の
展
示
の
様
子 楽

科
に
入
学
、
同
校
を
首
席
で

卒
業
さ
れ
、在
学
中
に
は
、数
々

の
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
西
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
れ
、
声
楽

を
磨
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

東
京
藝
術
大
学
教
授
、
東
京

藝
術
大
学
名
誉
教
授
を
務
め
、

後
進
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
し

た
。

　

全
国
各
地
で
古
典
か

ら
現
代
ま
で
の
イ
タ
リ

ア
歌
曲
を
中
心
と
し
た

リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
な

ど
、
イ
タ
リ
ア
歌
曲
の

第
一
人
者
と
し
て
国
内

外
で
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

飯
山
市
制
40
周
年
記

念
事
業
へ
の
ご
協
力
や

市
制
50
周
年
記
念
公
演

を
は
じ
め
、
飯
山
北
高

１
０
０
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
演
し
、
市

主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

出
演
料
を
文
化
振
興
の

た
め
に
全
額
寄
付
さ
れ
る
な
ど

郷
土
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

飯
山
市
名
誉
市
民

嶺
貞
子
先
生
寄
贈
品
展
開
催

　

嶺
さ
ん
の
訃
報
を
受
け
、
市

は
11
月
3
日
か
ら
９
日
ま
で
、

飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら

で
、
嶺
さ
ん
が
生
前
、
飯
山
市

に
寄
贈
さ
れ
た
舞
台
衣
装
を
中

心
に
、
各
種
賞
を
受
賞
さ
れ
た

際
の
記
念
盾
、
公
演
ポ
ス
タ
ー
、

Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
寄
贈
品

を
展
示
し
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
歌
劇
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
嶺
さ
ん
の
優
れ
た
業

績
を
振
り
返
り
る
多
く
の
方
々

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
市
へ
の
ご
尽

力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

①

②

③

④



　9 月11日に、公立大学法人長野県立大学と締結した
連携協定に基づき、市内の若い事業者の皆さんの事業
へのアドバイスや今後の地域を発展させるための新たな
ビジネスを見出すため、自分を見つめ、地域に学ぶミー
ティング第 1回『飯山 Good Business Meeting』を10
月30日に開催しました。ミーティングには、市内の若い
事業者、県立大学のアドバイザーなど約 30 人が参加し、
飯山の魅力などを再確認しながら、地域の強み・弱み、
自分とその事業の魅力などについてグループに分かれて
話し合いました。このミーティングは、今年度あと３回開
催され、途中からの参加も可能なプログラムになってい
ます。20 ～ 30 歳代の若い事業者の皆さんや、自分の夢
など、自分のライフスタイルの実現を考えている皆さんの
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SEA TO SUMMIT Ⓡ 開催新
宿
高
野
本
店
で
飯
山
を
発
信

飯
山
産
ケ
ー
ル
と
ビ
ー
ツ
の
試
食
会
を
開
催

　

10
月
19
日
に
、
新
宿
駅
の
近

く
に
あ
る
新
宿
高
野
本
店
に
お

い
て
、
ケ
ー
ル
と
ビ
ー
ツ
の
試

食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
野
菜
は
、
４
年
前
に
木

島
地
区
で
新
規
就
農
さ
れ
た
岡

忠
農
園
の
岡
田
早
苗
さ
ん
が
栽

培
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
試
食
会
は
、
㈱
新
宿
高

野
と
の
連
携
に
お
い
て
、
本
年

５
月
の
ス
ノ
ー
キ
ャ
ロ
ッ
ト
試

食
会
に
続
き
、
新
宿
高
野
本
店

が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

試
食
会
に
参
加
し
た
10
名
の

皆
さ
ん
は
、
ケ
ー
ル
と
ビ
ー
ツ

の
メ
ニ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
岡
忠
農
園
の
ケ
ー
ル
と

ビ
ー
ツ
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
話

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

飯
山
市
で
は
、
今
後
も
、
市

内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
を
㈱

新
宿
高
野
と
連
携
し
P　
R　
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　千曲川・高社山 SEA TO SUMMIT®( シートゥー
サミット) が秋晴れのもと10 月21日に開催されまし
た。
　この大会は、飯山市、中野市、木島平村の 2 市 1
村で構成する実行委員会が主催する、川・里・山の
つながりに思いを巡らせながら自然を体感する環境ス
ポーツイベントで、タイムを競うことなく、それぞれ
のペースで、カヤック、自転車、登山を楽しむものです。　 
　昨年に続き今回で 2 回目となるこの大会には、市
内約 20 名を含む北海道から広島県まで約 180 名の
アウトドア愛好家が参加し、それぞれが信越自然郷
の大自然を全身で感じながら汗を流しました。コース
は、中央橋カヌーポートから湯滝橋カヌーポートまで
のカヤックによる千曲川下り、中野市赤岩までの自転
車、ゴールとなる高社山々頂までの登山の全行程約
39km。
　沿道には、飯山市若者会議メンバーが中心になり
8 カ所もの趣向を凝らしたエイドステーション（水分、
食べ物を補給する場所）が設けられ、参加者を楽し
ませました。
　愛知県から参加している方からは、「昨年は台風の
影響で天気が悪かったが、今回は天気がよかったの
でこの地域の雄大な自然と半端ないおもてなしを楽し
むことができた。」と信越自然郷を満喫している様子
でした。

信 越 自 然 郷 の 大 自 然 を 全 身 で 体 感

地元参加者も大いに大会を盛り上げました モンベルではありません。ノンデルです。

長 野 県 立 大 学 連 携 事 業
第１回 飯山 Good Business Meeting 開催

企
業
展
示
説
明
会
を
開
催

地
域
の
企
業
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た

　

11
月
4
日
に
、
飯
山
市
公
民

館
で
、
高
校
生
や
そ
の
保
護
者

等
を
対
象
と
し
た
企
業
展
示
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

会
は
、
市
内
の
企
業
を
知
っ
て

い
た
だ
き
地
元
へ
の
就
職
を
促

し
、
企
業
の
人
手
不
足
の
解
消

と
併
せ
、
若
者
の
人
口
増
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
市
が
市
内

企
業
、
学
校
と
連
携
し
、
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　

会
場
に
は
、
市
内
に
あ
る
12

の
企
業
が
集
ま
り
、
高
校
生
や

保
護
者
約
50
人
に
熱
心
に
説
明

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

下
高
井
農
林
高
校
進
路
指

導
主
事
の
中
村
泰
久
先
生
は
、

「
今
回
２
年
生
を
対
象
と
し
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
時
期
、
２
年
生
に
と
っ
て
は
、

就
職
に
対
す
る
意
識
付
け
と
い

う
意
味
で
非
常
に
タ
イ
ム
リ
ー

で
あ
り
、
あ
り
が
た
い
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ご参加をお待ちしております。
　詳しくは、雇用ビジネス推進課　☎６２－３１１１　内
線２３４までお問い合わせください。

中央橋カヌーポートからスタートする参加者

愛犬と一緒に参加

参加者に飯山産のケールとビーツについて説明する岡忠農園の岡田
忠治代表
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お知らせ 飯山市役所☎ 62 - 3 1 1 1

子
ど
も
の
成
長
を
願
い

１
０
０
万
円
の
寄
付

　

10
月
23
日
に
匿
名
で

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
方
か
ら
は
、

同
様
の
ご
寄
付
を
以
前

に
も
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
れ
で
３
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
方
に
よ
る
と
、

小
学
生
の
時
に
、
昼
食

に
な
る
と
河
原
で
石
を

投
げ
て
い
る
子
を
見
か

け
た
。
当
時
は
家
庭
の

事
情
か
ら
弁
当
を
作
っ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
と

大
人
に
な
っ
て
聞
い
た
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
と
、
さ
ら
な
る

学
校
給
食
の
充
実
を

願
っ
て
い
る
。
今
後
も
で

き
る
限
り
続
け
て
い
き

た
い
と
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。

　
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

お
金
は
、
準
要
保
護
世

帯
の
給
食
費
へ
の
補
助

と
し
て
使
わ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

GOOD DESIGN AWARD 2018 受賞
「飯山コミュニティプロジェクト」散走が楽しい地域を拓く会ほか１団体が事業主体

地域おこし協力隊員

黑
くろ

川
かわ

小
お

角
づぬ

さん
（ 東 京 都 福

ふ っ さ
生 市 出 身 ）

10 月 か ら 黑 川 さ ん が 地 域 お こ し 協 力 隊 に な り ま し た

アメリカの長 距離トレイル約 5,000km を踏 破
信 越トレ イ ル だ け で な く、 地 域 そ の も の を 知 っ て もら え る よ う に

　公益財団法人日本デザイン振興会が主
催するグッドデザイン賞２０１８に、N　
P　O 法人北信州森林と家をつなぐ会と N　
P　O 法人散走が楽しい地域を拓く会が事
業主体となり行った「飯山コミュニティ
プロジェクト」が地域・コミュニティづ
くりの分類で受賞しました。
　この取り組みは、「北信州の森林」で「ま
ち・ひと」を繋ぐことを目的に３年に渡
り実施したもので、飯山駅の木質化、い
いやまマルシェ屋台・根曲がりベンチ・
カフェトレーラー（自転車屋台）などを
製作しました。
　事業主体の一つであるいいやま N　P　O
センターの会員であり、N　P　O 法人散走
が楽しい地域を拓く会の代表理事の永田
将
まさかつ

克さん（長野市）からは、「自転車の
魅力はいろいろあり、短距離や長距離の
レースなど分野もさまざま。同会は、自
転車に関わることがおもしろいと感じる
ことができるような地域環境をつくり、
地域づくりをすることが目的。今回、サ
イクルラック、カフェトレーラーを製作
した。自転車と商店街、そして北信州の
木を結びつけるものとして考えた。製作
にあたり、東京で自転車関係者などによ
るデザインワークショップを行い、製作
後は、女性の視点で自転車とカフェでど
のような地域づくりをしていくかなどを
話し合った。今後は、このカフェトレー
ラーを活用し、春のイベント等で商店街
の方に活用していただきたい。」と今後
の活用について話していただきました。

　10 月 1 日付で、地域おこし協力隊員に
黑川小角さんが着任しました。任務は信
越トレイルを介した地域おこしです。
　黑川さんは、アメリカの長距離トレ
イ ル を ２ つ 踏 破 し て い ま す。 １ つ 目
は、パシフィック クレイスト トレイル
4,200km で、メキシコ国境からカナダ国
境までアメリカ西海岸を南北に縦走する

（上）NPO 法人散走が楽しい地域を拓く会の永田代
表理事と自転車でけん引することができるカフェト
レーラーと自転車前輪を固定するサイクルラック

（中）いいやまマルシェ屋台
（下）飯山駅に設置してある根曲がりベンチ

平成 30 年大阪府北部地震災害義援金、平成 30 年
７月豪雨災害義援金をお願いしたところ、市民の
皆さんから多くの支援をいただきました。お寄せ
いただいた義援金は、日本赤十字社を通じて被災
された皆さんへお届けしました。

■平成 30 年大阪府北部地震災害義援金
　【義援金総額】 105,100 円
　【受付期間】　 6 月 26 日から 9 月 12 日
■平成 30 年７月豪雨災害義援金
　【義援金総額】 204,484 円
　【受付期間】　 7 月10日から9 月28日

大阪北部地震・７月豪雨災害への

皆 さ ん の 温 か い ご 支 援
ありがとうございました　

 保健福祉課 社会福祉係 ☎内線 188
　脳卒中についての理解を深める講演会を開
催します。

■日時 12 月 11 日㈫
　 午後２時から午後３時 30 分
■場所　
　飯山市公民館　講堂

■講演
　脳卒中を予防して、
　いつまでもかろやかに！
■講師　
　長野県北信保健福祉事務所
　所長 小林 良清 氏

介 護 予 防 講 演 会 開 催 　

 地域包括支援センター ☎内線 186

ものです。２つ目は、コンチネンタル ディ
バイド トレイル約 5,000km で、同じく
メキシコ国境からカナダ国境までですが、
アメリカ中央部のモンタナ州、アイダホ
州、ニューメキシコ州をまたぐものです。
社会人になって、登山をするようになり、
長距離トレイルに興味を持ったといいま
す。
　信越トレイルについては、すでに３回
ほど訪れているということです。黑川さ
んは、「早く職務に慣れ飯山市に貢献し
たい。アメリカでは、地元の方たちとの
ふれあいがあった。信越トレイルに来る
方には、文化や食べ物、地域の特性など、
地域そのものを知ってもらえるようにし
たい。」と抱負を語りました。

アメリカ

カナダ

メキシコ

パシフィック クレイスト 
トレイル　4,200km

コンチネンタル ディバイド 
トレイル　約 5,000km
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季
節
が
秋
か
ら
冬
へ
と
移
り
、

暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
る
と
、

灯
油
等
の
油
漏
れ
事
故
が
多
く
発

生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
原
因
の
多
く
は
「
う
っ
か

り
ミ
ス
」
で
す
。
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
に
小
分
け
に
す

る
際
に
そ
の
場
を
離
れ
た
り
、
バ

ル
ブ
を
閉
め
忘
れ
た
り
し
た
こ
と

で
油
が
出
続
け
、
自
宅
敷
地
外

へ
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
油
が

流
出
す
る
と
、
水
質
汚
濁
や
農

業
被
害
に
繋
が
り
、
人
の
健
康
に

も
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
水
路
や
土
壌
に
流
れ
て

し
ま
っ
た
油
を
取
り
除
く
た
め
に

は
、
多
く
の
時
間
と
労
力
を
必
要

と
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
際
に
使

用
し
た
油
吸
着
マ
ッ
ト
や
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
と
い
っ
た
資
材
の
費
用

は
、
原
因
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
を
保
つ
た
め
、
主
に
次
の

点
に
注
意
し
な
が
ら
取
り
扱
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
給
油
中
は
絶
対
に
そ
の
場
を

離
れ
な
い
。

●
バ
ル
ブ
の
開
閉
方
向
を
間
違

　
え
な
い
。

●
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
注
ぎ
口
の

　
閉
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認
す
る
。

●
破
損
防
止
の
た
め
、
タ
ン
ク

　
や
配
管
付
近
の
点
検
や
除
雪

　
に
努
め
る
。

　

誤
っ
て
油
を
流
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
水
や
中
和
剤
で
流
す
の

で
は
な
く
、
雑
巾
や
新
聞
紙
な
ど

で
拭
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

灯
油
等
が
屋
外
に
流
れ
た
場

合
や
、
側
溝
や
河
川
等
で
油
の

流
出
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
岳
北
消
防
本
部
（
６
２⁻

０
１
１
９
）
ま
た
は
市
民
環
境
課

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係　

 

☎ 

内
線 

１
９
１ 

・ 

１
９
２

「
油
漏
れ
」
ご
注
意
く
だ
さ
い

ト
ラ
ク
タ
ー
に
ナ
ン
バ
ー
を
つ

け
て
い
ま
す
か

公
道
走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
乗
用
の
も
の
は
ナ
ン
バ
ー
の

装
着
が
必
要
で
す

　

農
耕
作
業
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
等
）
や
小

型
特
殊
自
動
車
（
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー

ダ
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）で
、乗
っ

て
操
作
す
る
も
の
は
、
車
両
を
所

有
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
公
道

を
走
る
か
走
ら
な
い
か
は
課
税
の

要
件
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
道
を
走
ら
な
い
場
合
で
も
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
装
着
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ナ
ン

バ
ー
を
装
着
し
て
い
な
い
車
両
を

お
持
ち
の
方
は
、
至
急
税
務
課
で

登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
録
手
続
き
を
す
る
際

に
は
車
台
番
号
（
車
体
番
号
）
と

車
名
、
印
鑑
、
販
売
証
明
書
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明

な
点
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

税
務
課 

市
民
税
係

☎
内
線
１
６
２

人権・悩み事相談所開設
　12 月４日㈫から10日㈪は、第 70 回人権週間です。人権週間中は人権・悩み事相談所を開設します。「いじめ、虐待」など、
子どもに関する問題、家庭内の問題、近所のもめ事、プライバシーに関する問題など、毎日の暮らしの中で起こるさまざまな問題
についてお悩みの方は、お気軽にご相談においでください。人権擁護委員が相談に応じます。（相談無料、秘密厳守）
人権についての悩み事は人権擁護委員にご相談を
　飯山市では６名の方に人権擁護委員をお願いしております。人権についてお困りのことがありましたら、お気軽に近くの人権擁
護委員にご相談ください。
■飯山市人権擁護委員（敬称略）
　関　保典（常盤）　髙橋　秀樹（秋津）　丸山　信一（飯山）
市川　泰成（木島）髙津　弘子（飯山）米持　美知代（瑞穂）
■法務局では常時面接・電話相談を実施しています
 【（月）～（金）8:30 ～17:15】
 ・みんなの人権110 番 ☎ 0570-003-1 1 0
 ・子どもの人権110 番 ☎ 0120-007-1 1 0
 ・女性の人権ホットライン ☎ 0570-070-810

み ん な で 築 こ う  人 権 の 世 紀
～ 考 え よ う 相 手 の 気 持 ち  育 て よ う 思 い や り の 心 ～
長野地方法務局 飯山支局　☎ 62-2302　人権政策課 人権同和係　☎ 内線 332　

人権・悩みごと相談所開設日　
期　日 時　間 会　場

12 月2 日（日） 9:00 ～12:00 山ノ内町 地域福祉センター
12 月4 日（火） 9:00 ～15:00 飯山市公民館
12 月4 日（火） 9:00 ～12:00 野沢温泉村公民館
12 月4 日（火） 9:00 ～12:00 栄村役場
12 月5 日（水） 9:00 ～12:00 木島平村 福寿苑
12 月6 日（木） 9:00 ～12:00 中野市人権センター

どの会場においでいただいても結構です

「
空
き
家
相
談
会
」
開
催
中
！

　

現
在
全
国
的
に
、
空
き
家
が
増

え
て
き
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
飯
山
市
は
、「
空

き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
な
ど
、

空
き
家
の
再
活
用
を
進
め
る
た
め

の
相
談
窓
口
を
移
住
定
住
推
進
課

に
開
設
し
ま
し
た
。

　

市
内
に
、
空
き
家
や
空
き
家
に

な
り
そ
う
な
物
件
を
お
持
ち
の
方

で
、
売
買
や
賃
貸
を
お
考
え
の
方

は
、
ぜ
ひ
相
談
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

空
き
家
は
早
い
時
期
の
対
応

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
活

用
の
た
め
の
補
助
金
等
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
き
、
相
談
日
の
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

奨
学
金
返
済
の
補
助
金
あ
り

ま
す

　

飯
山
市
で
働
く
若
者
を
応
援

す
る
た
め
、
飯
山
市
奨
学
生
就
職

応
援
金
と
し
て
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
奨
学
金
の
貸
与
を

受
け
た
方
が
、
市
内
に
居
住
し
就

労
し
な
が
ら
返
還
し
て
い
る
場
合

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象

平
成
29
年
３
月
に
卒
業
さ
れ
、

飯
山
市
内
で
就
労
さ
れ
て
い
る

方
■
金
額
等

１
年
あ
た
り
上
限
額
５
万
円

最
長
５
年
間

移
住
定
住
推
進
課 
移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

司
法
書
士
に
よ
る
「
空
き
家
」

１
１
０
番
を
実
施
し
ま
す

　　
司
法
書
士
に
よ
る
空
き
家
問
題

の
電
話
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

司
法
書
士
は
、専
門
性
を
生
か
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
あ

な
た
の
空
き
家
対
策
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
電

長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
０
１
２
０-

４
４
８-

７
８
８

話
く
だ
さ
い
。

■
日
時12

月
16
日
㈰
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

■
相
談
料　
無
料

■
相
談
例

・
実
家
が
空
き
家
に
な
っ
て

困
っ
て
い
る
。

・
空
き
家
で
は
な
い
が
、
家
を

継
ぐ
者
が
い
な
い
。

・
空
き
家
を
相
続
し
た
い
が
、

利
活
用
の
方
法
は
あ
る
の
か
。

上
新
田
若
者
住
宅

見
学
会
を
行
い
ま
す

　　

今
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
上

新
田
若
者
住
宅
の
内
覧
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
住
宅
は
若
い
世

帯
が
快
適
に
住
め
る
よ
う
工
夫
さ

れ
た
一
戸
建
て
住
宅
3
棟
で
、
3

棟
全
て
デ
ザ
イ
ン
や
間
取
り
が
違

う
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
も
自
由
に
見
学
で
き
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時平成

30
年
11
月
25
日
㈰

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

移
住
定
住
推
進
課 

住
宅
係

☎ 

内
線
２
５
１

 
N

岳北消防本部

中央市場 様

飯山市役所

職業訓練学校

木島工業団地入口

上新田若者住宅

飯山城址

千
曲
川

中央橋

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　　

12
月
１
日
、
全
国
で
住
生
活
総

合
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
住
生
活

の
安
定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な

施
策
を
推
進
す
る
上
で
必
要
な
調

査
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
対
象
世
帯

10
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い

た
世
帯
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
た

世
帯

■
調
査
方
法

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、

11
月
下
旬
か
ら
直
接
調
査
票
を

配
布
し
、
郵
送
ま
た
は
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
り
回
収
し
ま
す
。

移
住
定
住
推
進
課 

住
宅
係

☎ 

内
線
２
５
１

宝
く
じ
の
助
成
金
で
防
寒
着
、
消
防

備
品
、
祭
り
用
具
を
整
備
し
ま
し
た

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
る

「
地
域
活
動
助
成
事
業
」
を
活
用

し
、
飯
山
市
消
防
団
が
防
寒
着

95
着
を
、鉄
砲
町
区
（
飯
山
地
区
）

が
お
祭
り
用
具
を
、
小
菅
区
自
主

防
災
会
（
瑞
穂
地
区
）
が
消
防
備

品
（
ホ
ー
ス
格
納
箱
、
消
火
ホ
ー

ス
、
管
槍
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

 

庶
務
課 

庶
務
係

☎
内
線
３
３
６

（左）飯山市消防団防寒着 市内の防災活動などに役立てられ
ます（右）鉄砲町区お祭り用具

お知らせ 飯山市役所☎ 62 - 3 1 1 1

17  市報いいやま / 18.11

配管やタンクを破損しないように除雪しましょう

小菅区自主防災会
ホース格納箱、消火ホー
ス、管槍



平
成
30
年
度
決
算
説
明
会

　

青
色
申
告
者
や
白
色
申
告
者

の
決
算
書
の
作
成
方
法
、
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■ 

白
色 

申
告
者
向
け

　
○
日
付　

　
　
　

12
月
３
日
㈪

○
農
業
所
得
の
方

　
　

午
前
10
時
か
ら　

○
営
業
・
不
動
産
所
得
の
方

　

午
後
２
時
か
ら

　
○
場
所

　
　

中
野
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　

41
号
会
議
室

■ 

青
色 

申
告
者
向
け

　
○
日
付　

 

12
月
６
日
㈭

○
農
業
所
得
の
方

 

午
前
10
時
か
ら　

○
営
業
・
不
動
産
所
得
の
方

 

午
後
２
時
か
ら

　
○
場
所

 

飯
山
市
民
会
館 

講
堂

■ 定員　15名
■応募条件等 
　市民または市内で起業をお考えの方、3日間とも参加できる方が優先となります。
■開催日程（※各日とも午前 10 時 30 分～午後 3 時）
　○1回目　12月21日（金）
　○ 2 回目　  1月24日（木）
　○ 3 回目　  3月   7日（木）
■場所  飯山市文化交流館なちゅら
■講師
　公立大学法人長野県立大学ソーシャル・イノベーション創出センター
　チーフ・キュレーター／ Offi  ce SPES 代表　秋葉芳江

■参加料 無料
■申し込み 雇用ビジネス推進課窓口で配布する申込書または、 市ホームページ
  に掲載の申込書により12 月13日㈭までにお申込みください。

I n f o r m a t i o n

19  市報いいやま / 18.11

12
月
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

移
住
相
談
会

　

移
住
定
住
推
進
課
で
は
、
飯
山

市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
東

京
や
飯
山
市
役
所
で
移
住
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
仕
事
や

住
ま
い
、
子
育
て
の
こ
と
、
雪
国

の
暮
ら
し
な
ど
、
個
別
に
じ
っ
く

り
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

東
京
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

■
開
催
日
時

 

・
12
月
８
日
㈯
、
22
日
㈯ 

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

 

・
12
月
14
日
㈮ 

午
後
３
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

■
会
場

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

４
階　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
丁
目

６-

５ 

Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル

※
相
談
会
は
１
回
１
時
間
。
各
時

間
１
組
限
定
で
す
。
事
前
に
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
移
住
定
住

推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

飯
山
市
の
移
住
定
住
情
報
「
飯

山
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
サ
イ
ト

h
ttp://w

w
w

.fu
ru

sato-
iiyam

a. net/

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ク
ッ
キ
ー
・
パ
ー

テ
ィ
ー
」参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

国
際
交
流
員
の
リ
ア
ン
が
企
画

す
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ク
ッ
キ
ー
・

パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
国
際
交
流
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ベ
ン
ト
で
、
サ
ン
タ
さ
ん
の
た
め

に
ク
ッ
キ
ー
を
焼
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
ク
ッ
キ
ー
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
、楽
し
く
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
ク
リ
ス
マ
ス
を
体
験
し
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
日
時12

月
16
日
㈰
午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

■
場
所

飯
山
市
公
民
館　
調
理
実
習
室

■
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
定
員

　

先
着
20
名
（
小
学
生
）

■
材
料
費

　
５
０
０
円

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係

☎
内
線
３
９
２

市営住宅（福寿町・野坂田）の入居者を募集します
【申込方法】　　  申込書および添付書類の提出
【申込受付期間】  平成３０年１１月２６日（月）～１２月７日（金）（土日祝祭日を除く）
　　　　   午前８時３０分から午後５時１５分まで

【入居者の選考方法】 申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選とします
   《日時》平成３０年１２月１８日（火）地域特別賃貸住宅（野坂田）････ 午前　９時３０分～
    　       福寿町団地　･･･････････････････････ 午前　１０時３０分～
   《場所》　飯山市役所４階　第１委員会室

  移住定住推進課 住宅係　☎ 内線 251

▽福寿町団地（福寿町）
■戸数 ･･･ １戸（募集部屋は 1 階）
■構造・間取り　鉄筋コンクリート 4 階建て 2DK
■家賃　20,000 円～ 39,200 円 / 月
■入居保証金　家賃の３カ月分　
■入居資格
・60 歳以上の方
・世帯収入が市で定める基準内の方
・住宅に困窮していることが明らかな方
・市税等を滞納していない方
・暴力団員でない方
・市が定める要件を満たす
　連帯保証人を設定する方
■入居可能日
　平成 31 年１月から

▽地域特別賃貸住宅（野坂田）
■戸数 ･･･ １戸
■構造・間取り　木造 2 階建て　2LDK
■家賃　50,000 円 / 月
■入居保証金　100,000 円　
■入居資格
・2 人以上の親族で入居する方
（または結婚予定で 3 カ月以内に同居できる方）
・世帯収入が市で定める基準内の方
・住宅に困窮していることが明らかな方
・市税等を滞納していない方
・暴力団員でない方
・市が定める要件を満たす
　連帯保証人を設定する方
■入居可能日
　平成 31 年１月から
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飯山市勤労者体育館

飯山市役所

職業訓練学校

木島工業団地入口

飯山城址

千
曲
川

中央橋

地域特別賃貸住宅
（野坂田）

 

N
岳北消防本部

飯山市役所

職業訓練学校

中央橋西
福寿町団地

飯山城址

千
曲
川

中央橋

飯山小学校

I n f o r m a t i o n
クリスマスパーティー
一緒に楽しみ

ましょう♪

飯山市国際交流員　リアン

長 野 県 立 大 学 連 携 事 業

い い や ま 女 性 起 業 塾 開 催 　
行 動したい意 欲 のある方募 集します

  雇用ビジネス推進課　☎ 内線 234

　もっと私らしくできることがあるはず。そんな思いに「起業」という選択肢で考えてみたい方にお勧めの女
性限定の起業塾です。全 3 回のプログラムを通じて、起業と事業化の新しい考え方を学び、自分らしく生き
働くための選択肢としての「起業」に向けた“ マイ事業 ” づくりを行います。塾生は期間中にイベント出店等
プチトライアルもできます。行動したい意欲のある方の応募をお待ちしております。

公立大学法人長野県立大学ソー
シャル・イノベーション創出セン
ター　チーフ・キュレーター／
Offi  ce SPES  秋葉 芳江 代表

借
入
の
返
済
に
お
困
り
の
方

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
返
済

に
お
悩
み
の
方
か
ら
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。、
必
要
に
応

じ
て
法
律
の
専
門
家
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
受
付

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
4
時
30
分
ま
で

関
東
財
務
局 

長
野
財
務
事
務
所

☎
０
２
６ -

２
３
４ -

２
９
７
０

お知らせ 飯山市役所☎ 62 - 3 1 1 1

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
に
加
入
し
て
い
た
方
へ

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
、
当
時
、
林
退
共
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
、
も
し
く

は
加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し

た
お
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、
お

気
軽
に
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
、

本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、林
退
共
事
業
本
部
で
は
、

被
共
済
者
の
方
に
確
実
に
退
職
金

を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
等

を
目
的
と
し
て
、
現
況
調
査
、
ア

︵
独
︶
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

☎
０
３ -

６
７
３
１ -

２
８
８
９

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
調
査
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
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信
濃
中
野
税
務
署

☎
０
２
６
９-

２
２-

３
１
５
１


